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寒 天 平 板 に よ る 結 核 菌 の 迅 速 耐 性 検 査 法

第1報 迅 速 法 の 手 技 に 関 す る基 礎 実 験

齊 藤 直 蔵

北里研究所附属病院(指導 小川辰次部長)

受付 昭和34年3月9日

I 緒 書

結核 の治療 に抗結核薬 に対 す る耐 性検査が必要 な こと

はい うまで もない。現行標準法 として広 く使 われ ている

小川培地 による方法では,直 接法で も4週 以上,間

法では8週 以上の期 間を必要 とす る。 このよ うに 結

が分 るまでに時 日が かか りす ぎることは,適 切 な化学療

法 を行 ううえに困却す るこ とが 多い。

そ こで,従 来い ろい ろの迅速法が諸先進 によ り試み ら

れ てい るが,大 別す るとWright1)のSlide Cell Cul-

ture法2)～5),Pryce6)やBerry, Lowryら7)のSli-

de Culture法8)～17),植 田 ら18)の 遠心管内 培養法に

基礎 をおい た もの19)～21),小 川(辰 次)22)の 変法 重層

培地法,還 元色素法23)～25),濾 紙 法26)を 応用 した も

の27)等 々多々あ るが,こ れ らの方法 はい ず れ も一 長

一短 があ り同一に論ず ることはで きないが
,遠 沈,染 色

等 の手技の面倒な ものが多 く,濾 紙 法を除いては迅速 判

定 後は培 養を 継続 で きない ことは 大 きな欠点 と 思われ

る。

寒天平板 に菌液 あ るいは喀痰 を接種 し早期 に顕微鏡 的

集落 を平板 の裏 か ら弱拡大 で鏡検す ることは,Middle-

brookら28)29),Dubosら30)9Robertsら31)が 試 み

てい るが,高 橋32)も 氏の アル ブ ミン寒天 に菌液 を接種

し,間 接法 によ る迅速耐性検査法 を発表 してい る。 しか

し迅速 に耐性 を知 りたい場 合 どうして も喀痰 を直接 に接

種 で きる直接法が便利 であ り,耐 性 本来の意味か らも直

接法 の方が よ り妥 当 と思われ る。それで私は まずFelsen

36)34)の4区 画の シャー レに分注 した 寒天平板 に 喀痰

を培養 して,早 期 に顕微鏡的集落 をみ る方法 を考案 し,

さ らに菌液について も同様 の実験を行い,ほ ぼ 目的を達

す ることがで きたので報告 す る。

II 実 験 方 法

1) 培地

イ)変 法IIIキル ヒナー寒天培地(小 川 ら)35)36)

この培地 は,本 来 カナマイシ ンの直接耐 性検査用に考

案 され た もので,性 能はほぼ3%小 川培地 に匹 敵す る

もので ある。斜面の ときは寒天 は2%で あ るが,平 板

では1。5%と した。

処 方

第一燐酸 カ リウム 1.0g

第二燐酸 ナ トリウム 0.3g

硫酸 マグネ シウ ム 0.06g

クyン 酸 ナ トリウム 0.25g

アスパ ラギ ン0.5g

グ リセ リン 1.5cc

0.1%マ ラカイト緑 0.25cc

Bactoagar(Difco) 1.59

蒸溜水 100,0cc

以上 を溶解,コ ッホ釜 で2時 間滅菌 し,約50～60℃

に冷 えた ところで馬血 清を10%に 加 え,2.5cc宛4分

画 シャー レの1区 画に 分注す る。pHは6.1～6,3で

4%NaOH0.05cc加 えたの ちはpH6.7～7,0と な

る。薬剤 を含 ませ るときは,加 熱 に よ り力価の減少 しな

い もの(PAS,INH)は 滅菌 前に,加 熱 に よ リカ価

の減少す るもの(SM)は 分注前にあ らか じめ調製 した

所要量 を加 えた。

口) キル ヒナー寒天培地37)

これ は原著 では イ)の 変法IIIキノレヒナー寒天培地(以

下変法III培地 と略)の 第一燐酸 カ リが0,49,グ リセ リ

ンが2.0ccに 変 り,マ ラカ イ ト緑が除かれ るだ けで そ

の他は全 く変法皿培地 と同様 であるが,そ れに変法皿培

地の場合 と同量の マラカ イ ト緑 を混 入 して,主 に菌液 を

接種 す る場 合に用 いた。

ハ) 1%38)お よび3%小 川培地59)

かたのご とく作 り1%小 川培地 は菌液 を接種す る場

合,3%小 川培地 は喀痰 を 接種す る場合 に 使い,そ れ

ぞれ キル ヒナー寒天培地お よび変法0培 地の対照 として

用いた。

2)培 養の方法

イ) 菌液

菌液 は,磨 砕 コル ベンによ るいわゆ る手振 り法 を用い

蒸溜 水で1mg/ccと し,こ れ を基本 として種 々実験 し

た。

ロ) 喀痰

まず4%NaOHで 喀痰 を5～10倍 に稀釈 し,十 分
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に均等化 した ものを基本 として種 々実験 した。

3) 判定の方法

イ) 顕微鏡的集落

7日 後 に平板の裏か ら弱拡大(50倍)で 鏡検 し,培

地 の表面 に発育 してい る顕微鏡 的集落(コ ー ド)を みて

判定 した。で きるだ け培地 の全面 をみ るよ うにして,少

な くとも10視 野 以上を平均 して,そ の表示 は

+… …数視 野中に平均1コ,非 常 に少数の ときは全視

野をみてその数を記 した。

++… …各視 野に平均1～3コ

+++……各 視野に平均4～12コ

++++……各視野に平均13～50コ

+++++……各視野に平均51コ ～無数

すなわ ちGaffky番 号 あるいはBrown番 号 にほぼ準

じて顕微鏡的集落数 を記載 した。

ロ) 肉眼的集落

寒天平板 および小川培地 とも4～5週 で判定 し,肉 眼

的集落数 の表示 は次 のよ うにした。

+… …集落 の数 え られ る場合 で およそ200コ くらい

までで,そ の数 を記 した。

++……培地 に生 えた集落 を全部 あわせ て,培 地全面積

の約%く らい にな る場合 。

+++……培地 に生 えた集落 を全部 あわせ て,培 地 全面積

の約%く らいにな る場合 。

++++……培地 全面 に発育 してい るが,個 々の集落 は孤立

してい る場合。

+++++……培地全面 に融合 した菌 苔を生ず る場合。

III 実 験 成 績

A. 方法決定 のための基礎実験

1) 接種方法お よび接種後 の培養

表0接 種方法 の検討

注:欄 中 の+～+++++は 顕微 鏡的集落数を,ま た数字は コードの長 さを

示 す

変法III培地は 本来培地5ccに 対 して,4%NaOH

で前処理 した喀痰 を0.1cc接 種 す るま うに作 られた培

地で あるが,迅 速 法の場合,シ ャーレ の1区 画は2.5

cc宛 分注 されて い るので,4%NaOH処 理 の 喀痰 を

0.05cc接 種 すれ ば よいわ けで ある(表1,A)。 しか

し,0.05ccで は培地の1区 画全面 を うるおわす には少

なす ぎる。そこで4%NaOH処 理 の 喀痰 を 滅菌 蒸溜

水 で2倍 に稀釈 してその0.1CCを 接種 した 場合(表

1,B)と,4倍 に稀釈 してその0.2cc接 種 した場合

(表1,C)を 比較 してみた。 す ると表1の よ うに 顕

微鏡 的集落 数および コー ドの大 きさはA,B,C3つ

の処理法 の間に著 明の差 はないが,(2)(3)(6)の 例 のよ う

にCの 方法すなわ ち0.2CC接 種 した場合,顕 微鏡 的

集 落数 もやや多 く,コ ー ドも長 くきれいであった し,A,

Bの 場合は接種量 が少ないために 培地に均等 に コー ド

が ひろが らない こ と もあ るので,0.2CC接 種が もっ と

も適 当 と思われた。 なお この場合NaOHの 濃 度は 結局

1%と な るわ けで あるが,は じめか ら1%NaOHで

処理 す るのは,均 等化 および 雑菌混 入の点で 難 点が あ

る。

表2 菌液 を階段稀釈 した実験
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次に菌液 を接種す る場合,ど の くらいの稀釈の ところ

が迅速判定の さい適 当か を,磨 砕 コル ベ ンによる手振 り

法で実験 した。保存菌株 お よび新鮮 分離菌株 を使 い,蒸

溜 水で1mg/66の 菌液 を作 り それを階段稀釈 し,シ ャ

ー レの1区 画 に0 .2cc宛 接種 したが,表2の よ うに保

存菌株以外 は103倍 稀釈 の ものは,迅 速法で は顕微鏡

的集落数が少なす ぎるし,101倍 稀 釈では,濃 す ぎて鏡

検の さい視野が汚 くな るので,結 局102倍 稀釈(0.1mg/

ccの ものを0.2CC接 種)の ところが適 当で ある と認め

た。なお手振 り法で は多少菌塊が混 じること もときどき

あるが,判 定に困 ることは普 通認 め られない。

次 に,接 種 した培地を孵卵器中で乾燥 しないよ うに培

養を続 け るために,初 期 の実験 では シャー レをセ ロテー

プあ るいは ビニール テープで閉 じた りまた硝子の大標本

瓶 にそのままシ ャーレ を入れた りあ るいは標 本瓶の底 に

水 を入れてお き瓶中が湿潤に保 たれ るよ う等 いろいろ試

みたが,い ずれ も乾燥 した りあ るいはかびによ る汚染が

多 く実用的でないので,ポ リエチ レンの 袋29)40)を 用

いた。すなわ ち,接 種1～2日 後 に培地表面 のほぼ乾い

た ところで,シ ャー レを4な い し8枚 一緒に,ポ リエ

チ レンの袋 に逆 さに置 きゴ ムで しば り培養を続 け9が,

この方法で は汚染 も少な く,4～5週 後窪で 培地 も乾燥

せず保 存で き,集 落 の発育 もよい。

表3 変法IIIキル ヒナー寒天培地 とキル ヒナ ー

寒天培地の比較(4%NaOH処 理)

注:+～+++++は顕微鏡的集落数を示 し,数字は全視蜀みたコード数を示す

2) 迅速法の培地

イ)4%NaOHで 処 理 した ものを接種 す る培地 の決

定

迅速法 に使 う寒天平板は少な くと も発育 が従来の培地

に匹敵 し,ま た鏡 検判定す るので透 明でな くてはな らな

い。また喀痰 をな るべ く簡単 な前処理 で接種で き,作 り

方 も簡単 な ものが望 ましい 。それで キル ヒナ ー寒天培地

と変法III培地 を え らび,迅 速法 で4%NaOH処 理 の

場合,両 培地で どの くらい差 があ るかを比較 してみた。

塗抹陽性の喀痰 を階段稀釈 して接種 し,7日 目で比較す

ると,表3の よ うに変法III培地 の方が発育が よかった 。

ロ)使 用の寒天,血 清の代用品 としての血漿,全 血,

お よび酸化 還元色素 剤の添加

a) 混 入す る寒天

表4 寒 天 の 比 較

注:1)()外 は迅速法による集落数

()内 は5週 後の肉眼的集落数を示す

2)*は 微小集落を含むことを示す

寒 天 の 濃 度 はBacto-agar(Difco)で は,斜 面 で は

2%で あ るが,平 板 の場 合 は さ らに濃 度 を 低 くして も

使 い う る もの と思 われ たの で,2.0%,1.5%,1.0%,

0.5%と 濃 度 を変 え実 験 した 結 果,1.5%が 発育 お よ

び培 地 の固 さか ら適 当で あ る と認 め た 。 実 験 初期 に 本邦

製 の寒 天 を2,3使 つ て み た が,い ず れ も培 地 が 不透 明

で また 発 育 も悪 か っ たの で,も つ ぱ らDifcoのSacto-

agarを 用 い て きたが,最 近 本 邦 の製 品 で も1,2Bacto-

agar(Difco)に 匹 敵 す る 脱 脂精 製 寒 天 が で きて い る。

それ で 変 法III培 地 でDifcoの 寒 天 を 標 準 とし て 比 較 し

て み る と表4の よ うに,Difcoの もの と ほ ぼ 匹 敵 す る
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成績 であった。なおA,Bの 寒天 は ともに固 ま りやす

いので1%で もよい。(2)(4)の例 では4～5週 目にご く

小 さい集落 が多 くみ られた(*)。

b)血 清 の代 りとしての血漿あ るいは全血の使 用

血清が入手 で きない場合の代用品 として血漿(血 液銀

行の保存血 を遠沈 した上清)が 利用で きない ものか と考

え,血 漿 を10%に 加 えた 平板 を作 つたが,培 地がや

や不透明 とな りまた発育 も血清 の 場 合に比べ て やや劣

り,コ ー ドの作 り方 もきれいではなかった。また血清 の

代 りに全血 を1%,3%5%10%に 加 えて 作 つ

た平板では93%以 上の濃 度では 培地が 濁 り不透 明な

ので鏡検の さい顕微鏡 的集落 がみえず1%で よ うや く

みえるが,10%血 清添加に比べて発育 は劣 り,.血球が

邪魔 とな りコー ドの判 定が むず か しく実際 には使 用で き

ない 。

表5 酸 化還元色素 剤の影響

注:1) 欄中の数字はコードの長さを示す
2)+～+++++は顕微鏡的集落数を示す

C) 酸化還元色素剤 の添加

7日 目に判定す るとき,あ らか じめ酸化還元色素 を培

地 中に含 ませ てお き,顕 微鏡的集落が着色 して くれば判

定に便利 で あろ うと思い,General Chemical社 製の

Neotetmolium Chloride(N.T.C.)を 変法III培地で25

γ/cc,50γ/cc,75γ/cc宛 含 ませて実験 したが,表5の

よ うに,対 照 に比べ てこの濃度で は発育抑制は軽度であ

るが,7日 の判 定では紫色 の着色 は全 く認め られなかっ

た。 また邦 製のTriphenyltetrazolium ChIoride(T.

T.C.)で は,キ ル ヒナー寒天培地で50γ/cc,75γ/cc・

100γ/ccと 含 ませて実験 したが,表5の よ うに発育抑

制 もつ よ く,ま た紅色着色 は全 く認 め られず,し たがつ

て この両者 とも迅速法 では実際 には使 えない こ とが分っ

た。

図1 顕微鏡的集落の発育経過

3) 顕微鏡的集落の発育経過 と判定方法

塗抹陽性 の喀痰 を使い,変 法皿培地上の発育 経過を3

日目か ら9日 まで50倍 で観察 した 。一般 には図0の よ

うに,は じめは棒状 あ るい は鈎状 の コー ドがみ えるが,

それが 屈曲 した蛇 のよ うな コー ドとな り,さ らに発育が

進 む とそれが,か らみあった状態 とな り丸 くみえ るよ う

にな り,そ の後 四方 に大 きくな り円盤状 の集落 とな るが

この時期 にな ると肉眼で も平板 の裏か ら微小集落 として

み えること もあ る。また円盤状 となって も,辺 縁 をみ る

と凹凸があ りコー ド構造 がみ られ るので他の雑菌 とは鑑

別で きる。

次 に表6に み るよ うに,発 育 が よく集落 数の多い と

きは,(2)(4)の 例の よ うに3日目 にすでに棒状 あ るいは

鈎状の コー ドを認め ること もあ る。5口 目でみ ると12例

中10例(83%)が 陽性 とな り,7日 目には 全例陽 性

となってい る。 また纒絡 した ロー ドは()内 に示 した

が,早 い もの は6日 目よ りあ らわれ,そ の後増加 し,9

日目になる と5定 型的 な コー ドの状態 の ものは少な くな

りこの纒絡 して丸 くなった顕微鏡的集落 が非常に多 くな

る。(2)(3)(4)の例 のよ うに発育の よ く集落数の多い場合

は,9日 目に平板の裏か らみ ると肉眼的に も霜 の ように

微小集落がみ える。

以上の こ とか ら7日 目に判定すれば 菌 数の 少ない と

きも検 出しやすい し,ま た コー ドも判定 しやすいので7

日目に判定す ることに した。

なお,位 相差顕微鏡 も使ってみたが,と くに判定 しや

す くな ること もないので 普 通の 顕微鏡 で 十分 と思 われ

る。 また非病原性の抗酸 性菌 はコー ド形 成が ほ とんどな

いか,あ つた として も結核菌 に比べ て粗 であ るので鑑別

で きる。

B. 迅速 法によ る検 出限 界 と,SM,PASOINH

に対 す る保存結核菌株 の感受性

小川培地 あ るいは寒天平板 での肉眼 的集落 の大体何 コ

く らいの ところか ら迅速法 で陽性 にあ らわれ るか を,喀

痰 あ るいは菌液(H37Rv株,黒 野株,H2株 等 の 保存

菌株 と,新 鮮 分離菌株)で 階段稀釈 して実験 した。その

喀痰 お よび菌液 の1例 宛を表7に 示 した。 このよ うに

実験 した喀痰6例,菌 株12例 について 迅速法で 陽 性

を示す最高稀 釈 と,陰 性 を示す最低稀釈 と同 じ稀釈 の と

ころで,3%あ るいは1%小 川培 地に 接種 し 発育 し
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表6 顕微鏡的集落の発育経過

注:1)+～+++++はコード数を示す
()内 は纒絡した顕微鏡的集落数を示す

2) 欄中の数字はコードの長き,纒絡したときは長径を示す
3) *は肉眼でもみうることを示す

た集落 数の平均 を比較 し,ま た 寒天平板では さ らに28

日後に同 じ稀 釈の ところを肉眼的にみて発育 した集落 数

を平均 したのが表8で あ る。すなわ ち喀痰の場 合3%

小川培地で7コ 以下,変 法III培地で20コ 以下は 迅速

法ではみ えないが,3%小 川培地で53コ,変 法In培

地で77コ 以上では陽性にあ らわれ る。

菌液の場合で も,喀 痰 と大差 はなかった。

次 に 人 型 結核保存菌株(H37Rv株,黒 野株,H2

株)を 使って,SM,PAS,INHに 対 す る感受 性

を7日 目でみ ると表9の よ うに,SMで はH37Rv

株,黒 野株 は キル ヒナー 寒天培地 で17/cc,H2株 は

キル ヒナー寒天 培地 および 変 法皿培地 で と もに2γ/CC

で発育が阻止 された。PASで は,H37Rv株,黒 野株

はキル ヒナー 寒天培地 で0.1γ/cc,H2株 では キル ヒ

表7 階段稀釈による比較実験の例

表8 迅速法の検出限界

注:欄中の数字は集落数の平均を示す

ナ ー寒天培地,変 法III培 地 ともに0.05γ/cc,で 発育 が

阻止 された。INHで は3株 ともキル ヒナー寒天培地

で0.04γ/cc,H2株 は変 法III培地で も同 じ く0.04γ/cc

で発育 が阻止 された。なお この実験 では,変 法III培地 の

方は1%NaOHで 処理 した菌液 を0.2cc種 した。

C. 迅速培地保存の影響

培地作製後 の保存 日数 によ り発育 にどの程度強が ある

か をみ るため,変 法III培地 を作製後3日,17貝,24日,

30日 とそれ ぞれ氷室保存の もの と,室 温保存(5月)

30貝 の もの とを喀痰で比較 して み ると,表10の よ う

に17日 まで は影響が ないが,24日 保存の ものでは(3)

の例で はやや菌数 も減 り,ま た(2)(4)の例のよ うに コー ド

の発育 の劣 る もの もあ らわれて くる。30日 保存(氷 室)

で も同様 の傾 向があ るが,新 しい培地 に比べ て著 明に発

育 が悪 くな ることはなかった。 これを要 す るに大体4週

以内な ら使 用には影響 ない もの と考 えてよい。なお保存

にはポ リエチ レンの袋 に入れ てお くのが乾燥お よび汚染
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表9 SM,PAS,INHに 対す る保存菌株 の感受性

注:+～+++++は顕微鏡的集落数を示す

表10 培地保存に よる影響

注:1)欄 中の数字はコードの長さを示す
2)+～+++++は,顕微鏡的集落数を示す

をさける うえか らも便利 であ る。

IV 総 括お よび考察

私 は前述 のよ うに,喀 痰 を前処理 して うえあるい は菌

液 を うえて,簡 単 にそのまま顕微鏡的集落 をみる方法 を

種 々実験 した。 これ らの ことに関 しては,断 片的 にはい

ろいろの記載が あ るが,こ れ を系統 的に実験 したのはみ

あた らない。 まず4区 画 シャーレ(Felsen plate)で

あ るが,こ れはFelsen33)34)が は じめ腸内細菌 で使 つ

た ものであ る。 それ をMiddlebrookら29)が 普通法 の

耐性検査の スク リーニングに用いた ものであ るが,そ れ

を私は そのまま応 用 した。

次に培地であ るが透 明な寒 天培地 はDubos30),Mid-

dlebrook29)41),Kirchner37),高 橋52),山 根42)ら

の ものが あるが,こ れ らの うちで もつ と も組成の簡単 な

ものはKirchner寒 天培地で ある。 キル ヒナ ー寒天培地

については,わ が国 ではBCGの 検定用 として検討43)

され,ほ ぼ1%小 川培地 と匹敵す る発育 を示 してい る

し,最 近 の小川 ら44)の 実験で もほぼ同様の成績 を示 し

てい るので,菌 液 の接種 あるい は中和 した喀痰の援種に

は このキル ヒナー寒天培地 を用い るこ とにした 。次 に4

%NaOHで 処理 した ものを直 接接種す るの には小川 ら

35)の 変法IIIキル ヒナー 寒天培地 を 用い ることに した。

4%NaOHで 前処理 した喀痰 をキル ヒナー寒天培地 と

変 法皿培地 に接種 して迅速法 で比較 してみ ると変法III培

地の方がす ぐれた発育 を示 した。

次に,こ の培地 の応 用の範 囲を広め るために,あ るい

は迅速法 としての性能 を高め るために種 々実験 したが,

その中で陽性成績 を示 したのは,わ が国の脱脂寒天 で も

使用で きることをみただけであって,血 漿 や全血 は血清

の代用品 としては使 えなかった し,顕 微鏡 的集落 の判定

を容易に しよ うと思って用いた酸化還元色素剤 はその効

果 がなかった。

接種培養手技に ついて は,喀痰 で は4%NaOHで

処理 した もの をさ らに 滅菌蒸溜 水で4倍 に 稀釈 した も

の を,菌 液では0.1mg/ccの ものを,そ れ ぞれ0.2cc

宛 を1区 画に接種 し,培 地表面 のほぼ乾 い た ところで

ポ リエチ レンの袋に入れ培養を継続す る と,乾 燥を防げ

また汚染 も少 な く,迅 速法 とともに普通法 として も観察

で きるこ とを知っ た。また顕微鏡 的集落 の判定 は7日 目

にみるのが適 当で ある と認 めた。

この迅速法 の喀痰 よ りの結核菌 の検 出域 は,従 来 の小

川 ら22)の 迅速法 とほぼ同様で あつ て,大 体50コ ロニ

ー以下の少 ない菌数 の場合 は検 出で きない。したが って

塗抹陽 性の ものを対象 とした方が よい。また この迅速法

におけ る保存結核菌株(H37Rv株,黒 野株,H2株)

のSM,PAS,INHに よる阻止 力は,SMで は,

職7Rv株,黒 野株 は1γ/cc,H2株 は2γ/ccで,P

ASはH37Rv株,黒 野株 は0.17/cccH2株 は0.05

γ/CCで,INHは 全株0.04γ/ccで 発育 が 阻止 され

たが9こ の値は肉眼的集落 でみ る普 通法に比 べやや低か

つた。

また変法III培地は氷室に保存 して約1ヵ 月は使 える。

以上の よ うなことか ら,は た して耐性結核菌 の迅速判定

が可能か ど うかについて,さ らに 検討す るつ もりで あ

る。

V 結 論

寒天平板鏡検 による迅速耐性検査法の基礎実験 として

種 々検討 した結果,次 の結論 を得 た。

1) 喀痰 の 場合 は,塗 抹陽性 の 喀痰 を4%NaOH
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で 約5～10倍 に稀 釈 よ く均 等 化 し,さ らに この 処 理 液

を滅 菌 蒸溜 水 で4倍 に稀 釈 し,そ の0.2 cc宛 を変 法III

キ ル ヒナ ー 寒 天 培 地 を2.5cc宛 分 注 した4分 画 シ ャ

ー レの1区 画 に接 種 す る 。 シ ャー レは 水 平 に 孵 卵 器 に

放 置,培 地 表 面 の ほ ぼ乾 い た1～2日 後 に ポ リエ チ レ ン

の袋 に逆 さ に入 れ 培 養 す る 。7日 目に 袋 よ り出 し,平 板

の 裏 か ら弱 拡 大(50倍)で 鏡 検 し,培 地 表 面 の 顕 微鏡

的 集 落(コ ー ド)を み て 判 定 す る。 その 後 は また袋 に 入

れ て 培 養 を続 けれ ば,4～5週 後 に 肉 眼 的集 落 を み て普

通 法 と して 判 定 で き る。

2) 菌 液 の 場合 は,キ ル ヒナ0寒 天 培 地 を使 い,手 振

り法 に よ り蒸 溜 水 で0.1mg/ccの もの を 作 り,そ の

0.2cc宛 接 種 す る。 その 後 は 喀痰 の 場 合 と全 く 同様 で

あ る。

3)こ の 迅 速 法 の 喀 痰 よ りの 検 出域 は,3%小 川 培

地 で 約50コ ロニ ー以 下 の場 合 は検 出 で きな い 。

4) この 迅 速 法 にお い て,保 存 結 核 菌株(H37Rv株,

黒 野 株,H2株)のSM,PAS,INHに よ る阻止

力 は,SMで は,H37Rv株,黒 野株 は1γ/cc,H2株

は2γ/CCで,PASは,H;;, Rv株,黒 野株 は0.1

γ/CC,H2株 は0.057/ccで,INHは 全株0.04γ/CC

で 発育 が阻 止 され た 。

終 りに 臨 み御 指 導,御 校 閲 を賜 わ つ た慶 大 石 田二 郎 教

授 な らび に終 始 御 指 導,御 教 示 を賜 わ つ た 小 川 辰 次 部 長

に深 甚 の謝 意 を表 し ます 。

本 論 文 の 要 旨 は,昭 和34年2月 第50回 日本 結 核

病 学 会 関東 地 方 学 会 にお い て発 表 した 。
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